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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流路に流れる流体の流量を一定時間間隔で計測する流量計測手段と、
　前記流量計測手段によって一定時間間隔で計測された流量を記憶する計測流量記憶手段
と、
　前記計測流量記憶手段に記憶された流量から複数の流量を燃料電池判定対象流量として
抽出する器具特徴抽出手段と、
　前記器具特徴抽出手段において抽出された燃料電池判定対象流量が以下の条件（Ａ）（
Ｂ）を共に満たした場合に燃料電池が使用されていると判定する燃料電池判定手段と、を
備えた流量計測装置。
（Ａ）前記燃料電池判定対象流量の最大値が第１所定流量以下である。
（Ｂ）前記燃料電池判定対象流量の流量データのうち１つの流量データを始点、当該始点
から第１所定数だけ連続する流量データを判定流量データとし、前記判定流量データの各
データを最後のデータとしてＭ次移動平均値を演算し、当該Ｍ次移動平均値と当該Ｍ次移
動平均値を算出した最後のデータとの流量差が第２所定流量以下であることを満たす。
【請求項２】
　前記燃料電池判定手段は、さらに、以下の条件（Ｃ）を満たすとき、燃料電池が使用さ
れていると判定する請求項１記載の流量計測装置。
（Ｃ）前記燃料電池判定対象流量の流量データのうち１つの流量データを始点、当該始点
から所定数だけ連続する流量データを判定流量データとし、前記判定流量データの平均値
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を演算し、当該平均値と前記判定流量データの最後の流量データとの流量差の総和が第３
所定流量以下である。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、流体の流量の変化を捉えることにより、流体を使用している器具を正しく判
別するための技術に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ガスメータ装置を有する流体配管系において使用器具を特定するガスメータ装置
として、特許文献１に記載のものがある。その構成について図７を参照しながら説明する
。
【０００３】
　図７に示すように、ガスメータ装置１は、家庭用ガス供給管に接続された流路６中に配
置され、ガス流量を一定時間間隔で計測する流量計測手段３と流量計測手段３から出力さ
れる流量値の差分値を求める演算手段４と演算手段４により算出された差分値と記憶手段
５内に登録された変化判定値との大きさを比較し、ガス器具の使用状態の変化を判定する
比較判定手段７を有する構成である。演算手段４、比較判定手段７、ガス遮断弁２は、制
御回路８によって制御されている。
【０００４】
　上記ガスメータ装置１においては、流量計測手段３から出力される瞬時流量の差分値の
変化を逐次演算し、その変化量でもってガス器具の使用状態の変化を判定するものであり
、登録されたデータと計測されたガス流量の変化（差分値）を比較し、使用ガス器具１３
、１４、１５の判別を可能とする。
【０００５】
　また、従来の流体の使用器具の判別方法として特許文献２に記載のものがある。その構
成について図８を参照しながら説明する。
【０００６】
　図８に示すように、第一演算手段１０８は、流量計測手段１０４によって計測されたガ
スの流量の一定時間毎の差分値を演算し、差分値変換部１１２により、流量区分表保持部
１１０に格納されている流量区分表１１０ａを用いて一定時間毎の差分値を所定の区分に
区分けし、当該区分を表す所定のコードに変換する。器具判別部１１６は、差分値変換部
１１２で変換されたコードを用いてコード列生成部１１４で生成されたコード列と、器具
固有コード列情報保持部１１８に記憶された器具固有の器具固有特徴コード列を比較し、
器具を判別する。
【０００７】
　上記構成において、流量の差分値をコード化（変換）して得られる符合値を使用し、器
具判別の実行に際し、演算を簡略化することにより、演算に必要なメモリ量などを減らし
つつ、演算速度、器具判別精度の向上を図る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００６－３１３１１４号公報
【特許文献２】特開２００８－３０９４９８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、前記従来の構成では、燃料電池の緩やかに増加していくガス使用量の特
徴を抽出できず、流量差分やコード列をあらかじめ登録されたデータと比較し判別しても
誤判定してしまうという課題があった。
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【００１０】
　本発明は前記従来の課題を解決するもので、燃料電池の特徴を抽出する構成とすること
により、ガス器具の判別比較の簡素化を図り、器具判別精度の向上を図ることを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　前記従来の課題を解決するために、本発明の流量計測装置は、流路に流れる流体の流量
を一定時間間隔で計測する流量計測手段と、前記流量計測手段によって一定時間間隔で計
測された流量を記憶する計測流量記憶手段と、前記計測流量記憶手段に記憶された流量か
ら複数の流量を燃料電池判定対象流量として抽出する器具特徴抽出手段と、前記器具特徴
抽出手段において抽出された燃料電池判定対象流量が以下の条件（Ａ）（Ｂ）を共に満た
した場合に燃料電池が使用されていると判定する燃料電池判定手段と、を備えたものであ
る。
（Ａ）前記燃料電池判定対象流量の最大値が第１所定流量以下である。
（Ｂ）前記燃料電池判定対象流量の流量データのうち１つの流量データを始点、当該始点
から第１所定数だけ連続する流量データを判定流量データとし、前記判定流量データの各
データを最後のデータとしてＭ次移動平均値を演算し、当該Ｍ次移動平均値と当該Ｍ次移
動平均値を算出した最後のデータとの流量差が第２所定流量以下であることを満たす。
【００１２】
　これにより、燃料電池の緩やかに上昇していく特徴を掴め燃料電池の判別精度を向上さ
せることができる。また、燃料電池と判定した場合には、特徴情報を抽出し、あらかじめ
登録された器具固有の特徴パターン情報との比較を行わないため、ガス器具の判別比較の
簡素化を図ることが可能となる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の流量計測装置によると、燃料電池の特徴を抽出する構成とすることにより、ガ
ス器具の判別比較の簡素化を図り、器具判別精度の向上を図ることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施の形態１～３における流量計測装置のブロック図
【図２】本発明の実施の形態１～３における流量区分表の一例を示す図
【図３】（ａ）本発明の実施の形態１におけるガス器具Ａ使用時の流量差分値を流量区分
表に従って区分する概念を示す図、（ｂ）同ガス器具Ａ使用時の流量特性を示すグラフ、
（ｃ）同ガス器具Ａ使用時の区分されたコードを表すグラフ、（ｄ）同ガス器具Ａ使用時
の特徴を抽出したコード列を示すグラフ
【図４】（ａ）本発明の実施の形態１におけるガス器具Ｂ使用時の流量差分値を流量区分
表に従って区分する概念を示す図、（ｂ）同ガス器具Ｂ使用時の流量特性を示すグラフ、
（ｃ）同ガス器具Ｂ使用時の区分されたコードを表すグラフ、（ｄ）同ガス器具Ｂ使用時
の特徴を抽出したコード列を示すグラフ
【図５】（ａ）本発明の実施の形態１における燃料電池使用時の流量記憶データおよび燃
料電池判定対象流量および燃料電池の特徴を抽出した図、（ｂ）本発明の実施の形態１に
おけるコンロ使用時の流量記憶データおよび燃料電池判定対象流量およびコンロの特徴を
抽出した図
【図６】（ａ）本発明の実施の形態１における燃料電池判定のフローチャート、（ｂ）本
発明の実施の形態２における燃料電池判定のフローチャート、（ｃ）本発明の実施の形態
１における器具判別のフローチャート
【図７】従来のガスメータのブロック図
【図８】従来の流量計測装置のブロック図
【発明を実施するための形態】
【００１５】
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　第１の発明は、流路に流れる流体の流量を一定時間間隔で計測する流量計測手段と、前
記流量計測手段によって一定時間間隔で計測された流量を記憶する計測流量記憶手段と、
前記計測流量記憶手段に記憶された流量から複数の流量を燃料電池判定対象流量として抽
出する器具特徴抽出手段と、前記器具特徴抽出手段において抽出された燃料電池判定対象
流量が以下の条件（Ａ）（Ｂ）を共に満たした場合に燃料電池が使用されていると判定す
る燃料電池判定手段と、を備えたものである。
（Ａ）前記燃料電池判定対象流量の最大値が第１所定流量以下である。
（Ｂ）前記燃料電池判定対象流量の流量データのうち１つの流量データを始点、当該始点
から第１所定数だけ連続する流量データを判定流量データとし、前記判定流量データの平
均値を演算し、当該平均値と前記判定流量データの最後の流量データとの流量差が第２所
定流量以下であることを任意の始点の場合において満たす。
【００１６】
　これにより、燃料電池の緩やかに上昇していく特徴を掴め燃料電池の判別精度を向上さ
せることができる。また、燃料電池と判定した場合には、特徴情報を抽出し、あらかじめ
登録されたパターン情報との比較をおこなわないことで、ガス器具の判別比較の簡素化を
図り、誤判定を防止することが可能となる。
【００１７】
　第２の発明は、第１の発明において、さらに、以下の条件（Ｃ）を満たすとき、燃料電
池が使用されていると判定するものである。
（Ｃ）前記燃料電池判定対象流量の流量データのうち１つの流量データを始点、当該始点
から所定数だけ連続する流量データを判定流量データとし、前記判定流量データの平均値
を演算し、当該平均値と前記判定流量データの最後の流量データとの流量差の総和が第３
所定流量以下である。
【００１８】
　これにより、より燃料電池の判定がより厳しく実施できるようになり、緩やかに上昇す
る特徴を持つ新しい器具が設置された場合においても燃料電池の判別精度を高く保つこと
が可能となる。
【００１９】
　実施の形態の詳細について図面を参照しながら説明し、本発明を実施するための形態の
説明とする。なお、本実施の形態によって本発明が限定されるものではない。また、各実
施の形態の説明において、同一構成並びに同一作用効果を奏するところには、同一符号を
付して重複した説明を行わないものとする。
【００２０】
　（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１における流量計測装置のブロック図である。
【００２１】
　図１において、ガスメータ１００は、流路１０２と、流量計測手段１０４と、計測流量
記憶手段１０６と、燃料電池判定手段２３１と、器具特徴抽出手段２１４と、器具判別手
段１１６と、器具固有特徴情報保持手段２１８とを備えたものである。さらにガスメータ
１００は、流路１０２に配置され、緊急時などにガスを遮断する遮断手段１２２を含む。
【００２２】
　流量計測手段１０４としての超音波流量計は、流路１０２に流れる流体としてのガスに
対し、一定時間間隔で超音波を発射してその流量を計測するものであり、一般的なものを
使用することができる。計測流量記憶手段１０６は、流量計測手段１０４で計測された計
測流量値と、当該計測流量値を計測した計測時間が対応付けられて記述された対象データ
を記憶する。
【００２３】
　燃料電池判定手段２３１は、計測流量記憶手段１０６に記憶されている流量データから
燃料電池の緩やかな特徴を含む燃料電池判定対象流量を抽出し、抽出した燃料電池判定対
象流量が次の２つの条件を満たすか否かによって燃料電池の判定を行う。



(5) JP 5793651 B2 2015.10.14

10

20

30

40

50

【００２４】
　　条件１．対象流量の最大値が所定流量以下である（例えば、５５（Ｌ／ｈ）以下）。
【００２５】
　　条件２．全ての対象流量において、任意（Ｎ）回目の対象流量と任意（Ｎ）回目の対
象流量のＭ次移動平均流量（例えば、２次移動平均流量）との差分値が所定値以下である
（例えば、５（Ｌ／ｈ）以下）。
【００２６】
　そして、２つの条件を満たした場合に燃料電池判定手段２３１は燃料電池が使用されて
いると判定し、さらに、後術する器具判別手段１１６に、燃料電池判定の結果を通知する
ものである。
【００２７】
　図５（ａ）は、本発明の実施の形態１における燃料電池使用時の流量記憶データおよび
燃料電池判定対象流量および燃料電池の特徴を抽出した図である。
【００２８】
　以下に、流量計測装置が行う燃料電池の判定処理の詳細な動作について、図５（ａ）を
用いて説明する。
【００２９】
　まず、流量計測手段１０４によって一定時間間隔（例えば０．５秒など）をおいて計測
される流量（絶対流量）Ｑ（ｎ）は、計測流量記憶手段１０６に所定個数（例えば、２２
個）逐次記憶される。燃料電池判定手段２３１は、記憶された２２個の流量データから所
定条件を満たす器具判定対象流量の判定を行い、その器具判定対象流量から所定個数（例
えば、４個）前の流量データを始点として１９個の流量データを燃料電池判定対象流量と
して抽出する。例えば、所定条件を３５Ｌ／ｈ以上とすると、器具判定対象流量は図５（
ａ）のＮｏ．７の流量値Ｑ（７）となる。そして燃料電池判定対象流量は、器具判定対象
流量の４個前から１９個の流量データになるため、図５（ａ）のＮｏ．３からＮｏ．２１
までの、つまりはＱ（３）からＱ（２１）までの流量データとなる。この得られた１９個
の燃料電池判定対象流量において、燃料電池判定を行う。
【００３０】
　　条件１．燃料電池判定対象流量の最大値は、図５（ａ）のＱ（２１）となり所定流量
（例えば、５５（Ｌ／ｈ））以下である。
【００３１】
　　条件２．燃料電池判定対象流量である図５（ａ）のＱ（３）からＱ（２１）の２次移
動平均流量はそれぞれＱ（３）’からＱ（２１）’の値となり、条件２の全ての対象流量
と対象流量の２次移動平均流量の差分値、つまりはＱ（３）－Ｑ（３）’からＱ（２１）
－Ｑ（２１）’の値は、全て所定流量（例えば、５（Ｌ／ｈ））以下である。
【００３２】
　このように条件１と条件２を満たすので燃料電池判定手段２３１は燃料電池が使用され
ていると判別する。
【００３３】
　また、燃料電池判定手段２３１が、今回のガス使用が燃料電池でないと判別した場合、
器具判別手段１１６に通知するとともに、従来の器具判定処理をおこなう。例えば、図５
（ｂ）はコンロ使用時の流量記憶データおよび燃料電池判定対象流量および燃料電池の特
徴を抽出した図であるが、Ｑ（７）－Ｑ（７）’が１９．６４１（Ｌ／ｈ）となり、条件
２を満たさない。よって、燃料電池が使用されていないと判定する。
【００３４】
　燃料電池判定手段２３１の処理の流れを図６（ａ）のフローチャートを用いて説明する
。Ｓ１０で計測流量記憶手段１０６から燃料電池判定対象流量を抽出する。次にＳ２０で
燃料電池判定対象流量の最大値が所定量（例えば、５５（Ｌ／ｈ））以下かどうか判定す
る。最大値が所定量（例えば、５５（Ｌ／ｈ））を超える場合は、Ｓ５０の燃料電池無し
の処理をおこなう。最大値が所定量（例えば、５５（Ｌ／ｈ））以下の場合は、Ｓ３０で
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燃料電池判定対象流量と燃料電池判定対象流量の２次移動平均流量の差分値（Ｑ（ｎ）－
Ｑ（ｎ）’）が所定流量（例えば、５（Ｌ／ｈ））以下かどうかを判定する。この判定は
全ての差分値において実施し、１つの差分値でも所定流量（例えば、５（Ｌ／ｈ））を超
える場合は、Ｓ５０の燃料電池無しの処理をおこなう。全ての差分値（Ｑ（ｎ）－Ｑ（ｎ
）’）が所定流量（例えば、５（Ｌ／ｈ））以下の場合は、Ｓ４０の燃料電池有りの処理
をおこなう。
【００３５】
　器具特徴抽出手段２１４は、実際の計測により得られた流量値からコードに変換し、こ
のコードの列である計測コード列から器具の特徴を示す抽出コード列を生成する。この計
測コード列は、流体の流量変化を擬似的に表現するものである。器具特徴抽出手段２１４
は、器具の特徴を示す抽出コード列を必要に応じてメモリ（図示せぬ）に記録する。また
、器具特徴抽出手段２１４は、流量計測手段１０４によって計測されたガスの流量を監視
し、流量の推移から例えばファンヒータの緩点火流量のように器具の特徴を示す複数の器
具特徴流量を抽出し、必要に応じて図示せぬメモリに記録する。
【００３６】
　器具判別手段１１６は、器具特徴抽出手段２１４によって抽出された抽出コード列なら
びに器具特徴流量に基づき、流体としてのガスを使用しているガス器具を判別する。ここ
で器具判別手段１１６は、前記燃料電池判定手段２３１の結果に基づき燃料電池と判定し
た場合は使用ガス器具を燃料電池と判別し、燃料電池でない場合には抽出コード列と予め
ガス器具ごとに器具固有特徴情報保持手段２１８に記憶されたガス器具固有の特徴コード
列を示す器具固有特徴コード列と、あるいは複数の器具特徴流量とを比較し、その類似関
係等からガスを使用するガス器具を判別する。図６（ｃ）の器具判別手段１１６の処理の
フローチャートで、Ｓ１００で燃料電池判定手段２３１により燃料電池有りかどうかの判
定をおこない燃料電池有りの場合は、Ｓ１２０の使用器具を燃料電池とする。燃料電池無
しの場合には、Ｓ１１０の従来の器具判別処理をおこなう。
【００３７】
　器具別流量算出手段１２０は、器具判別手段１１６により判別されたガス器具毎の流量
を算出することもできる。また、ガスメータ１００は上流側においてガス管路１９に接続
されるとともに、下流側にてガステーブル、ファンヒータ、床暖房、燃料電池等、種々の
ガス器具１３、１４、１５に接続されている。
【００３８】
　以上のように構成された流量計測装置について、以下に燃料電池と判定されなかった場
合の器具の特徴抽出処理に関して、その動作について説明する。
まず、流量計測手段１０４によって一定時間間隔（例えば０．５秒など）をおいて計測さ
れる流量（絶対流量）Ｑ（ｎ）と前回計測された流量Ｑ（ｎ－１）は、計測流量記憶手段
１０６に一旦記憶される。その後、Ｑ（ｎ）と前回計測された流量Ｑ（ｎ－１）との差で
ある差分値ΔＱ１（ｎ）＝Ｑ（ｎ）－Ｑ（ｎ－１）を第一演算手段１０８で演算し、差分
値ΔＱ２（ｎ）＝Ｑ（ｎ）－Ｑ（ｎ－２）を第二演算手段２３０で演算する。ここで一定
間隔は１秒や２秒であってもよい。また、ΔＱ１は前々回との差ΔＱ２は前々前回との差
であってもよい。
【００３９】
　差分値変換手段１１２は、それぞれ第一演算手段１０８によって演算された差分値ΔＱ
１（ｎ）と第二演算手段２３０によって演算された差分値ΔＱ２（ｎ）の絶対値を、図２
の流量区分表１１０ａを参照し、一定時間毎の差分値が分類される区分を表すコードであ
る区分コードに変換する。図３はこのような流量区分表を用いた変換の一例を示している
。図１のガス器具１３、１４、１５のいずれかに相当するガス器具Ａ（例えばファンヒー
タ）が起動を開始し、ガス流量が発生すると、計測される流量は、図３（ａ）の「流量値
」、図３（ｂ）のグラフで示されるように、流量Ｑ（ｎ）＝０から流量Ｑ（ｎ）≠０とな
り、ガス使用量に応じて流量が変化する。流量計測手段１０４による流量の計測と同時に
、第一演算手段１０８が差分値を演算し、区分コードへの変換が差分値変換手段１１２に
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よって行われる。（図３（ａ）の「コード」列に図示）
　変換の結果得られたコードから、器具特徴抽出手段２１４は、差分値変換手段１１２に
よって変換されたコードが、前回コードが前々回コードより大、且つ前回コードが今回コ
ードより大の場合、あるいは前回コードが前々回コードより小、且つ前回コードが今回コ
ードより小の場合には今回コードを図示せぬメモリである器具特徴コード列に格納し、そ
れ以外の場合には、今回コードを器具特徴コード列に格納された前回コードに上書きする
処理をおこなう。この処理により、図３に示した一定時間毎のコード列［０７６１１５１
１１１１１１１１１］から抽出したコード列［０７１５１］が器具特徴コード列に格納さ
れることになる。すなわち、この処理をおこなうことにより、図３（ｂ）に示したガス器
具Ａの起動から流量グラフの変化点ｉまで、変化点ｉから変化点ｉｉまで、変化点ｉｉか
ら変化点ｉｉｉまでのコードのピーク値を抽出することができる。この抽出されたコード
列をグラフに示したものが図３（ｄ）であり、情報量が圧縮されているにも関わらず、図
３（ｃ）に示した抽出前のコード列のグラフと比較しても、十分に器具の特徴が抽出され
ていることがわかる。
同様に、図４はガス器具Ｂ使用時の特徴抽出についての概念を示す図であるが、ガス器具
Ｂ（例えばプッシュレバー方式のガステーブルなど）では、差分値変換手段１１２で変換
された一定時間毎のコード列［０３６１１１１１１１１１１１１１］から抽出したコード
列［０６１］が器具特徴コード列に格納される。
【００４０】
　ここで、抽出された器具特徴コード列について、上記のガス器具Ａの場合とガス器具Ｂ
の場合とを比較してみると、ガス器具Ａすなわち図３（ｄ）のグラフでは２山現れている
が、ガス器具Ｂすなわち図４（ｄ）のグラフでは１山しか現れていない。これは器具Ａで
は緩点火動作があるためであり、これによりガス器具Ｂとは明らかに判別することが可能
となる。
このようなガス器具毎の個別の立ち上り特性である器具固有の特徴コード列を予め器具固
有特徴コード列情報保持手段２１８に記憶しておき、得られた器具特徴コード列が［０７
１５１］であれば、使用されたガス器具がガス器具Ａであると判別することができ、また
得られた器具特徴コード列が［０６１］であれば、使用されたガス器具がガス器具Ｂであ
ると判別することができる。
【００４１】
　以上のように、本実施の形態においては、燃料電池判定手段２３１により、ガス使用が
燃料電池と判定した場合には、流量差分やコード列で、あらかじめ登録されたデータとの
比較を行わないようにし、ガス器具の判別比較の簡素化を図り、誤判定をなくすことが可
能となる。
【００４２】
　（実施の形態２）
　本発明の実施の形態２における構成や燃料電池判定手段２３１以外の各手段の動作は実
施の形態１と同様である。実施の形態１との違いは、燃料電池判定手段２３１の判定条件
１、判定条件２の後に次の判定条件３を追加したのみとなる。
【００４３】
　　条件３．任意（Ｎ）回目の対象流量と任意（Ｎ）回目の対象流量のＭ次移動平均流量
（例えば、２次移動平均流量）との差分値の総和が所定流量以下である（例えば、２０（
Ｌ／ｈ）以下）。
【００４４】
　図６（ｂ）は、本発明の実施の形態２における燃料電池判定手段２３１のフローチャー
トであり、このフローチャートを用いて実施の形態１と同様に説明する。
【００４５】
　Ｓ１０で計測流量記憶手段１０６から燃料電池判定対象流量を抽出する。次にＳ２０で
燃料電池判定対象流量の最大値が所定量（例えば、５５（Ｌ／ｈ））以下かどうか判定す
る。最大値が所定量（例えば、５５（Ｌ／ｈ））を超える場合は、Ｓ５０の燃料電池無し
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の処理をおこなう。最大値が所定量（例えば、５５（Ｌ／ｈ））以下の場合は、Ｓ３０で
燃料電池判定対象流量と燃料電池判定対象流量の２次移動平均流量の差分値（Ｑ（ｎ）－
Ｑ（ｎ）’）が所定量（例えば、５（Ｌ／ｈ））以下かどうかを判定する。この判定は全
ての差分値において実施し、１つの差分値でも所定量（例えば、５（Ｌ／ｈ））を超える
場合は、Ｓ５０の燃料電池無しの処理をおこなう。全ての差分値（Ｑ（ｎ）－Ｑ（ｎ）’
）が所定量（例えば、５（Ｌ／ｈ））以下の場合は、Ｓ３５で燃料電池判定対象流量と燃
料電池判定対象流量の２次移動平均流量の差分値の総和（Σ（Ｑ（ｎ）－Ｑ（ｎ）’））
が所定量（例えば、２０（Ｌ／ｈ））以下かどうかを判定する。総和が所定量（例えば、
２０（Ｌ／ｈ））を超える場合は、Ｓ５０の燃料電池無しの処理をおこなう。総和が所定
量（例えば、２０（Ｌ／ｈ））以下の場合は、Ｓ４０の燃料電池有りの処理をおこなう。
例えば、図５（ａ）の差分値の総和は、９．６０７（Ｌ／ｈ）となり所定量２０（Ｌ／ｈ
）以下を満たすので燃料電池有りの処理をおこない、図５（ｂ）の差分値の総和は、２７
．２４８（Ｌ／ｈ）となり所定量２０（Ｌ／ｈ）以下を満たさないので燃料電池無しの処
理をおこなう。
【００４６】
　以上のように、本実施の形態においては、３つの条件を満たす場合のみ燃料電池有りと
判定することで、より燃料電池の特徴を抽出することができ、判定条件１、２を満たす燃
料電池ではない新しい器具が設置された場合においても判別精度の向上を図ることができ
る。
【００４７】
　以上のような流量計測方法を実施するため、ガスメータ１００の器具判別手段１１６や
図示せぬコンピュータ（演算装置）には、流量計測方法の各ステップを実行させるプログ
ラムが記憶されているが、プログラムに代えハードを以って実行することも可能である。
【００４８】
　なお、上記各実施の形態においては、流量計測手段として超音波流量計を用いた場合に
ついて説明したが、サンプリング信号を用いる他の瞬間式の流量計測装置でも、同様の効
果が得られることは明白である。器具判別後の処理は説明を省略したが、ガスメータでは
、登録器具ごとあるいは分類分けされたグループごとの積算流量の計測による器具別料金
や、登録器具ごとあるいは分類分けされたグループごとに安全管理（保安機能）処理の器
具別保安機能を設定することも可能であることは明白である。また、ガスメータとガス器
具に無線機のような送受信手段を装備させることができれば、より器具判別の精度が向上
することは明白である。
【００４９】
　なお、本実施の形態においては、計測流量記憶手段１０６で２２個のデータを集めて燃
料電池判定手段２３１を動作させる説明をしたが、毎回流量計測する度に燃料電池判定手
段２３１の各種演算処理および判定処理を逐次実施していき、燃料電池判定対象流量の最
後のデータまで条件１，２，３を満たした場合に燃料電池と判定しても良い。
【００５０】
　以上、本発明の各種実施形態を説明したが、本発明は前記実施形態において示された事
項に限定されず、明細書の記載、並びに周知の技術に基づいて、当業者がその変更・応用
することも本発明の予定するところであり、保護を求める範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【００５１】
　以上のように、本発明にかかる流量計測装置は、器具の特徴を抽出することができるこ
とから、工業用流量計や水道メータにおいても同様に、流量計測装置の下流側に接続され
た使用器具の特定や、そのグルーピングに対しても適用できる。
【符号の説明】
【００５２】
　１３、１４、１５　ガス器具
　１９　ガス管路
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　１００　ガスメータ（流量計測装置）
　１０２　流路
　１０４　流量計測手段
　１０６　計測流量記憶手段
　１０８　第一演算手段
　１１０　流量区分表保持手段
　１１２　差分値変換手段
　１１６　器具判別手段
　１２２　遮断手段
　２１４　器具特徴抽出手段
　２１８　器具固有特徴コード列情報保持手段
　２３１　燃料電池判定手段

【図１】 【図２】
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